
 

令和７年度　東北学生ハンドボール秋季リーグ戦　レギュレーション 
 

令和７年８月２６日 
東北学生ハンドボール連盟 

 
1.​ 出場資格 

1.1.​ 協会登録 

　大会に参加するチーム・選手・役員は、公益財団法人日本ハンドボール協会、全日本

学生ハンドボール連盟、東北学生ハンドボール連盟、所属県協会に登録されていなけ

ればならない。ただし、オープン参加のチームに関してはこの限りではない。 

1.2.​ オープン参加 

1.2.1.​ 参加要件 

1)​ 複数大学の合同チームの場合、各選手の所属大学全てから大会参加承

諾を得ていること。 

2)​ 東北学連に個人登録をしていること。 

3)​ 所定のリーグ戦参加費用を納入していること。 

4)​ その他、東北学連が定める参加要件を満たしていること。 

1.3.​ 大会参加登録 

　大会への参加は、大会申込の際の申込書に記載された者のみ認められる。（大会期間

中の追加は認められない） 

2.​ 大会方式 

男子１部・女子A：原則として１回戦総当たり制のリーグ戦形式だが、チーム数減少に伴い、

チーム数の減少により試合数が著しく少なくなる場合には、２回戦総当た

り制のリーグ戦形式になる場合がある。 

男子２部：原則として１回戦総当たり制のリーグ戦形式または、グループリーグ戦と順

位決定トーナメント形式だが、チーム数の減少により試合数が著しく少な

くなる場合には、２回戦総当たり制のリーグ戦形式になる場合がある。 

3.​ 男女各リーグ構成について 

男子 

男子１部　６チーム 

男子２部　２部以下のチーム数の合計が６チーム以下の場合 

→１リーグで実施 

　　２部以下のチーム数の合計が7チーム以上10チーム以下の場合 

→原則２部A、２部Bの２リーグで実施をするが、施設の確保
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状況などにより、変更する場合がある。 

7チームの場合（2部A 4チーム、2部B 3チーム） 

8チームの場合（2部A 4チーム、2部B 4チーム） 

9チームの場合（2部A 5チーム、2部B 4チーム） 

10チームの場合（2部A 6チーム、2部B 4チーム） 

 
２部以下の参加チーム数が3季連続10チーム以上になった時に、男子 
３部リーグの設置を検討する。 

女子 

参加チームが５チーム以下の場合 

　　　参加全チームでAリーグを構成する 

参加チームが６チームの場合、２パターンが存在する 

1.​ Aリーグ 4チーム、Bリーグ 2チーム 

2.​ Aリーグ 6チーム 

※上記1.2.については、実情に応じて理事会で協議の上、決定する 

参加チームが7チームの場合 

​ Aリーグ4チーム、Bリーグ3チーム 

​ ​ 男子・女子共通 

​　オープン参加チームの取り扱いについては、実情に応じて理事会で協議の上、

決定する。 

4.​ 競技規則​ 公益財団法人日本ハンドボール協会　２０２５年度競技規則 

5.​ チーム構成 

　試合に出場できる選手は１６名までとする。 

ベンチ入りできる役員は５名までとする。 

　　※交代地域外に1名の臨時トレーナー席を置くことができる。 

6.​ 試合時間 

　男子1部・女子Aリーグ　​ ​ ​ 前後半各30分（ハーフタイム10分） 

　　※オープン参加のチームが関わる試合は前後半各25分（ハーフタイム10分） 

　男子2部リーグ及び 

　　　順位決定トーナメント・女子Bリーグ​ 前後半各25分（ハーフタイム10分） 

　　※男女ともにリーグ戦は延長戦を実施しない　 

　入れ替え戦（全部）​ ​ ​ ​ 前後半各25分（ハーフタイム10分） 
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​ 第1延長でも勝敗が決しない場合は、3名による7mtcを実施する。 

7.​ チームタイムアウト 

　チームタイムアウトは男女各部において全試合３回制とする。なお、チームタイムアウトを要求

できるのは、役員として協会登録および大会参加登録されている者、かつ公式記録用紙に記載

されている役員のみである。 

8.​ 順位決定方法 

8.1.​ リーグ戦および順位決定トーナメントで順位を決定する。 

8.2.​ 勝ち＝２点、引き分け＝１点、負け＝０点のポイント方式による。 

8.3.​ 順位の決定は次の順で行う。 

① ポイントの多いチームが上位となる。 

② 同点チームが２以上ある場合には、次の方式で順位を決定する。 

A）   当該チーム間の対戦結果によるポイント数の多いチームが上位 

B）   当該チーム間の対戦結果による得失点差の多いチームが上位 

C）   当該チーム間の対戦結果による得点数の多いチームが上位 

D）   全試合（リーグ全体）の得失点差の多いチームが上位 

E）   全試合（リーグ全体）の得点数の多いチームが上位 

③新型コロナウィルス感染症の影響による不参加チームの順位について 

所属部の最下位とする。不参加チームが複数の場合は、当該チーム間におい

て、前季順位の順に順位を決定する。　 

8.4.​ チーム数減少への対応について 

　チーム数の減少などにより、リーグの体裁を整えることができない場合は、その都度に

対応する。（特に順位決定について、すべて同点の場合には、抽選にて順位を決定す

る。抽選の方法については、別に定める。） 

9.​ 全日本インカレ推薦チームについて 

9.1.​ 推薦要件 

男子 

東北学連推薦枠について 

●​ 東日本インカレにおいて全日本インカレ出場権を獲得している

チームを除く、男子１部最上位チーム 

女子 

●​ 原則、当該年度の春季リーグに参加していること　 

●​ 東日本インカレにおいて全日本インカレ出場権を獲得している
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チームを除く、女子Aリーグ上位2チーム 

10.​ 入替戦について 

10.1.​ 入替戦を実施する。 

　男子1部最下位のチームは同2部最上位のチームと入れ替え戦を行う。 

　男子2部最下位のチームは、同3部最上位のチームと入れ替え戦を行う。 

　女子Ａリーグ最下位のチームは、女子Bリーグ最上位のチームと入れ替え戦を行う。 

　ただし、チーム数の減少により、入れ替え戦を行う必要がない場合には、この限りでは

ない。 

11.​ ユニフォームについて 

11.1.​ 適用規定 

　令和７年度（公財）日本ハンドボール協会のユニフォーム規定を適用する。ただし、下

記11.2.については、この限りではない。 

 

11.2.​ 背番号の貼り番号について 

　背番号を貼り付けて（貼り番号を）使用することを認める。この場合（貼り番号）、元来の

デザインから⼤幅な逸脱がないものを使用する。また、容易にはがれることがないように

しっかり固定されていなければならない。なお、全日本学連主催⼤会（東日本インカレ、

全日本インカレ）においては貼り番の使用は認められないので注意すること。 

12.​ その他 

12.1.​ 誤記・登録ミス 

12.1.1.​ 記録用紙に記載されていないプレーヤーがベンチ入りしていることやコート上で

プレーしていることが分かった場合 

⼤会規定に定められている人数に対して、記録用紙に記載されている人

数が最⼤数未満の場合に限り、追加で記録用紙に記載することができる

（⼤会にエントリーし、参加資格が認められているプレーヤーであることが

条件） 

12.1.2.​ ⼤会申込時と異なる背番号でプレーしていたことが競技中に判明した場合 

競技を中断し、⼤会参加申込時の背番号のユニフォームに着替えなけれ

ばならない。 

12.1.3.​ 上記12.1.1および12.1.2についてはチーム責任者に段階的罰則が適用される。 

12.1.4.​ 競技の再開は、中断の理由に相応しいスローで競技は再開する。 

12.2.​ 表彰 
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12.2.1.​ チーム表彰は、各部2位までとする。 

12.2.2.​ 優秀選手賞（ベストセブン）は、男子1部、女子Aリーグを対象とする。 

12.2.3.​ 得点王は、男子1部、2部、女子A・Bリーグを対象とする。 

※7mtによる得点も、個人得点に含める。 

12.2.4.​ ベストレフェリー賞 

12.2.5.​ 特別功労賞 

12.3.​ 不測の事態への対応 

　ここに定めのない事項について対応が迫られた場合は、東北学生ハンドボール連盟理

事会に諮ることとする、ただし、理事会を開催するいとまが無い場合は、理事長の専決処

分にて対応することとする。 
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